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	CCR4-NOT転写複合体サブユニット2（CNOT2）ホモサピエンス この遺伝子は、多成分CCR4-NOT複合体のサブユニットをコードしています。CCR4-NOT複合体はmRNAの合成と分解を制御し、mRNAのスプライシング、輸送、局在にも関与していると考えられています。コードされているタンパク質はヒストン脱アセチル化酵素と相互作用し、ポリメラーゼII転写の抑制因子として機能します。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが観察されています。 [RefSeq提供、2010年12月],機能：CCR4-NOT複合体は、一般的な転写調節複合体として機能する。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性：CNOT2/3/5ファミリーに属する。,サブユニット：CCR4-NOTコア複合体のサブユニットで、CHAF1A、CHAF1B、CNOT1、CNOT2、CNOT3、CNOT4、CNOT6、およびCNOT8を含む。,組織特異性：普遍的に存在する。脳、心臓、胸腺、脾臓、腎臓、肝臓、小腸、胎盤、肺、および末梢血白血球で高発現する。,
	研究分野
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	CNOT2抗体を用いた、24時間飢餓処理したHepG2細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

